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Ⅰ．緒言

近年，患者の安全が重要視される中で学生の臨地実

習の範囲や機会が限定される傾向にある．そのために

看護基礎教育で習得する看護技術と臨床現場で求めら

れるものにはギャップが生じており，それを軽減する

ために可能な限り臨地実習の内容を充実させることが

課題とされている１）．臨地実習指導者（以下，実習指

導者とする）は実習内容充実のために不可欠な存在で

あり，その役割の本質について中西２）は，必要に応じ

豊かな経験と知識をいつでも披露できる能力を備えた

リソースパーソン（学識経験者）であることを挙げて

いる．また前川３）は，臨地実習では学生をチームの一

員として受け入れることを前提に，看護師は学生に何

かを教えなければならないということでなく，看護の

日常を学生と共有することが重要としている．これら

のことから実習指導者は，学生と一緒に看護実践する

というだけでも，充分にその学習を助けているといえ

る．

しかし多くの実習指導者は，個々の学生に応じた指

導を行うのが困難であることから自己の指導能力が不

足と考え，自信をなくしている状況にある４）５）６）７）．こ

れは，実際には看護実践するということ以上の役割が

課せられているためではないだろうか．実習指導者の

役割は様々な形で成文化されており，山田８）は，先行

文献から実習指導者の役割を抽出したところ２０９項目

に上り，更にそれを整理したものと現在求められる役

割は必ずしも一致しないと報告している．また，受講

していることが実習指導者の資格要件である厚労省ま

たは都道府県主催の実習指導者講習会では役割につい

ての講義があるが，その内容は受講者以外知ることが

できない．これらのことから，実習指導者の役割が共

通理解されているとは言い難い．

実習指導者に関する研究の概要としては，全体的な

動向９）１０）と抱えている問題や不安１１）１２）が明らかにされて

いる．それらによると，実習指導者を対象とした研究

は増加傾向にあり，実習指導者が不安を軽減し充分に

学生を支援するためには，その役割を自他共に明確化

していくことが課題とされている．しかし，実習指導

者の役割に関して何が明らかになっているのかを捉え

た先行研究はない．

そこで本研究では，実習指導者の役割について検討

した研究を分析し，その動向と今後の課題を明らかに

することを目的とする．

Ⅱ．研究方法

１．本研究における用語の定義

「臨地実習指導者」とは，看護基礎教育の臨地実習

施設に勤務し，学生の指導を担当する看護師とする

（以下実習指導者とする）．

２．対象文献

医学中央雑誌Web版（Ver．５）および JDreamⅡ
を使用し，遡及可能な全期間（医中誌１９８３年・JDream
Ⅱ１９８１年～２０１２年１０月末日）を対象に文献を検索し

た．

「実習指導者または臨床指導者」と「役割」の掛け

合わせを検索用語とし，会議録を除いた結果，医中誌

で９８件，JDreamⅡで１６２件を抽出した．それらの重
複を整理し内容を確認した上で，事例報告や解説など

研究論文ではないもの・役割を言葉として用いている

が検討対象にはしていない文献を除外し，３０件を分析

対象とした．

３．分析方法

対象文献の研究目的・研究方法・結果を“実習指導

者の役割に関して何を明らかにしているのか”という

視点で概観し，明らかにされている内容を①役割に対

する認識，②役割の実践状況，③期待される役割，④

役割認識・実践状況に影響する要因に分類した上で比

較検討した．＜連絡先＞
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Ⅲ．結果

１．実習指導者の役割に関する研究の概要

発表年別の件数および研究方法を図１に示す．研究

数は２００３年以降増加し，継続的に発表されている．

次に，研究結果の内容を表１～４に示す．ひとつの

研究が結果①役割に対する認識，②役割の実践状況，

③期待される役割，④役割認識・実践状況に影響する

要因を複数含む場合は，それぞれに分類している．

図１ 発表年別の件数および研究方法

表１ 実習指導者の役割に対する認識
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２．実習指導者の役割に対する認識（表１）

多くの実習指導者は，学生を指導するのは当然であ

る１６）２１），学生および実習指導に関心がある１９），実習指

導は自己を振り返る機会となる１６），実習指導をするこ

とで看護の質１７）や自己の能力１３）１５）が向上するというよ

うに，役割を肯定的に捉えている．一方で，ほぼ全て

の実習指導者が役割に対する負担感をもってい

る１５）１７）１９）とも報告されている．これらの認識は，実習

指導者が役割をどのように価値づけているのかという

ことを表す．

表２ 実習指導者の役割の実践状況
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実習指導者が自己の役割とは何であると認識してい

るかについては，学生と患者の関係づくりのサポー

ト・患者の安全安楽の保障が，複数の研究に共通して

いる１４）１８）．久保１４）はその他として，学生がカンファレ

ンスを意義あるものにする・問題意識をもてるように

関わることを挙げている．役割のうち“看護実践の役

割モデル”に焦点を当てた研究２０）では，看護実践の手

本・見本となることが第一義的な役割と認識されてい

ると報告している．また，学生が主体的に学習できる

よう支援する・理論を実践と統合できるよう指導する

ことが役割という認識もあり，これらの重複回答が

あったことから，看護実践の役割モデルの捉え方は単

なる手本・見本よりも広く一様ではないということも

明らかにしている．

３．実習指導者の役割の実践状況（表２）

実習指導者が実践できている役割は，患者とのよい

関係に基づいた安全安楽な看護実践２２）２３）２６）～２８），実習目

標・内容に適した教材の選定１３）２６），実習環境の整

備２２）２５）２６）２９）３０），効果的な指導方法の模索と実行２２）２３）２７）２９）３０），

表３ 実習指導者への役割期待
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教員との連携２９）３０），誠実で支持的な態度２２）２３）２７）であっ

た．

実行度が低い役割は，記録や文献活用へのアドバイ

ス・グループダイナミクスの促進２３），知識・技術を伝

達しスタッフナースの看護実践能力を高めること１４）２５）

であった．

実践状況が一様でなかった役割は，スタッフナース

に学生の状況や指導方針を明示・指導するこ

と１４）２４）２６）３０），学生指導計画の立案１４）２６）２９）であった．

４．実習指導者への役割期待（表３）

学生が実習指導者に期待する役割は，患者への具体

的な対応の指導と心理的サポート３１）３２）３７）であった．ま

た，学生が看護師に求める能力は，優れた看護を実践

し学生にもそれができるよう支援することであっ

た３５）．

教員が実習指導者に求める役割は，患者の安全安楽

の確保３６），実習指導体制や環境の整備・役割モデルと

して看護を実感できる場面を提供すること８）３４）３６），実

習段階や学生の能力に応じた指導８）３６），教員との連

携３４）３６）であった．

スタッフナースが実習指導者に求める役割は，学生

と患者状況についてやりとりする場面への介入・実習

の進行状況に関する報告３３）であった．

５．役割認識と実践状況に影響する要因（表４）

役割認識を肯定的にする要因と役割の実行度を高め

る要因は共通しており，看護職としての経験年

表４ 役割認識と実践状況に影響する要因
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数１５）１９）２３），実習指導経験年数・役職・実習指導者講習

会受講歴１９）２３），院内研修１７）２４）２８）であった．役割の実行度

を高める他の要因として，指導体制を理解しているこ

とや実習指導に関する教育を受けているという自

覚２６），自分が看護基礎教育時代に実習指導者に共感・

尊重されたという認識４１），教員との連携３０）などが報告

されている．

一方，役割の実践を阻害する要因は，スタッフナー

スとの実習指導に対する認識の隔たりであった３０）．

Ⅳ．考察

実習指導者の役割に対する認識・役割の実践状況・

期待される役割を比較検討した結果，他者からの期待

を認識しよく実践できている役割とそうではない役割

があることがわかった．それらの内容を基にして，今

後の課題を考察する．

１．実習指導者自身が捉える役割の混乱

実習指導者の認識と他者からの期待が一致し実行度

も高い役割は，患者の安全安楽の保障と学生への効果

的な指導であった．実習指導者は，患者の安全安楽が

守られる範囲内で実習できるように１４），学生による未

熟なケアを補助している１８）．学習の対象が看護実践で

ある以上，患者へのケアの質の保障が第一義となるた

め，実習指導者である以前に看護者としての役割を果

たすことが必要になる．従って患者の安全安楽の保障

は，看護者として当然果たすべき役割であることか

ら，実習指導者の基本的な役割として自他共に認識さ

れ実践できているものと考える．また学生への効果的

な指導に関して，実習指導者は，学生が主体的に実習

できるよう２０），実習目的・目標２６）３６）や学生の能力・準

備状況８）２１）に応じて，指導方法を工夫している２７）．看

護学辞典４２）では教員も含む実習指導者の役割を，カリ

キュラムにおける科目の位置づけやプログラムに精通

していることのほか，学習者に適切なフィードバック

を行ったり適切な環境を選択・整備することと規定し

ている．このうち実習の位置づけを理解しその学生に

適した指導を行うという部分が，実習施設側の指導者

の基本的な役割として認識・実践されているといえ

る．

一方，実習指導者が自己の役割として認識・実行し

ておらず，他者からも期待されていない役割として，

記録や文献活用へのアドバイス・学生のグループダイ

ナミクスの促進２３），スタッフナースの看護実践力向

上２５）が挙げられる．前者は主に教員の役割，後者は中

堅ナースの役割と認識され，実習指導者の責任の範疇

を超えるという意味合いで，重要な役割とは見なされ

ていないと考えられる．

これらのことから，実習指導者の普遍的な役割とし

て明らかになっているものは，患者の安全安楽の保障

と学生への効果的な指導であり，それ以外は不必要な

ものまで役割として検討されているといえる．また，

実習指導者の自己の役割に対する定義は一様でない２０）

とされ，指導者自身が捉える役割にも混乱があると考

えられる．従って，共通理解を促すに足る役割を明確

化していくためには，対学生における役割・教員との

差異という部分を焦点化した上で，実習指導者自身の

認識を質的に検討していく必要がある．

２．教員との連携という役割の不明瞭さ

実習指導者が他者からの期待通りに実践できている

ものの自己の役割だという認識が薄いのは，実習環境

の整備・学生への心理的サポート・教員との連携で

あった．実習環境の整備と学生への心理的サポートに

関しては，実習指導者が自分だけの役割ではないと考

えているのではないだろうか．山田８）は実習指導者の

役割として，「実習期間中指導に専念できる勤務体

制・業務内容を調整しておく」「病棟内のケア技術を

統一・調整する」ことを挙げている．これらの環境整

備は，実習指導者が看護管理者やスタッフナースと協

同して行うものといえる．心理的サポートは学生が実

習指導者と教員双方に求める役割であり３１）３２），実習指

導者の場合学生との関係形成には時間的制約が避けら

れない．これらのことから実習指導者は，実習環境の

整備と学生への心理的サポートという役割は状況によ

り責任の度合いが一様ではないと認識していると考え

る．

一方教員との連携に関しては，実習指導者が自分だ

けの役割ではないと認識している可能性は低い．学生

への効果的指導という普遍的役割を果たすために，教

員との連携は不可欠である．しかしながらそれに対す

る役割認識が薄い要因のひとつは，教員との連携とい

う役割の中身が不明瞭であるためではないだろうか．

志田３０）は，実習指導者による教員との連携とは教員へ

のフォロー依頼・教員との指導の統一化・教員への要

望という概念で構成されているとしているが，その他

本研究の対象文献では教員との調整・役割の確認など

の表現に留まり具体的内容は不明確であった．また，

大学教員と専門学校教員が求める役割は異なる８）とさ

れ，どの教員と連携するかによって求められる役割が

変化するという状況もある．そのような中で，教員と

の連携は大枠で実践できていても，何をどのようにと

いう具体的内容が認識されていないものと考えられ

る．実習の学習効果を高めるためには教員と実習指導

者が学生の進度状況を共有し，指導を適切に分担して

いくことが必要とされている４３）．そのためには，それ

らがいつどのように行われているのかという現状を把

握した上で，教員との連携という役割を具体化してい

く必要がある．
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３．実習指導者への不充分な研修制度

他者から期待されているが実習指導者にその認識は

薄く，実践状況が一様ではない役割は，スタッフナー

スへの実習状況の明示と指導・学生指導計画の立案で

あった．これらの役割を他者から期待される要因のひ

とつは，看護学教育の大学化ではないだろうか．役割

の実践状況の測定用具として妥当性が確認されている

ECTB（Effective Clinical Teaching Behaviors）ス
ケール４４）の中に，スタッフナースへの指導と学生指導

計画の立案は挙げられていない．このスケールが作成

された１９９１年に全国１１校であった看護系大学は，２０１２

年には２０９校となっている４５）．カリキュラム改正も重

ねられ，１９９６年には在宅看護論と精神看護学が，２００９

年には統合分野が新設された．このように看護学教育

の大学化が進み教育内容が変化する中で，複数の教育

施設を受け入れ，チームで実習指導を担うという環境

が一般化してきているといえる．そこで実習指導者

は，自分が直接学生を指導するというだけではなく，

スタッフナースがそれを行えるよう指導・調整すると

いう役割を求められるようになったものと考える．

チームで統一した実習指導を行うための方法のひと

つである学生指導計画の立案は，厚労省または都道府

県主催の実習指導者講習会で学習する内容であり，講

習期間２４０時間中６０時間が費やされる４６）．スタッフ

ナースへの実習状況の明示と指導・学生指導計画の立

案という役割を実践できていると報告した研究の対象

者は，この講習会修了者であった２９）．一方，これらの

役割を果たせていないと報告した研究の対象者は，実

習指導者講習会受講歴が不明であった１４）２４）２６）．実習指

導者講習会の受講２３）や充分な教育を受けたという認

識２６）が役割の実行度を高めるということからも，実習

指導者に対する研修のあり方が，スタッフナースへの

実習状況の明示と指導・学生指導計画の立案という役

割の実践状況に影響していると考える．実習指導者の

資格要件は原則として実習指導者講習会を受けた者と

されている４７）が，８週間（２４０時間）に及ぶ講習会に

全ての実習指導者が参加することは困難である．それ

を補うべく施設内での研修が行われるが，その内容は

様々であり，実習指導者に対する研修制度は充分でな

いと考えられる． 実習指導者が指導チームのリー

ダーとしての役割を果たしていくためには研修の充実

が必要であり，実習指導者講習会に準ずる施設内研修

プログラムの開発が求められる．

Ⅴ．結論

実習指導者の役割に関して，認識・実践状況・他者

からの期待・認識と実践状況に影響する要因が明らか

にされていた．

実習指導者の認識と他者からの期待が一致し実行度

も高い役割は，患者の安全安楽の保障と学生への効果

的な指導であった．一方，実習指導者が自己の役割と

して認識・実行しておらず他者からも期待されていな

い役割は，記録や文献活用へのアドバイス・学生のグ

ループダイナミクスの促進とスタッフナースの看護実

践力向上であった．また，実習指導者が他者からの期

待通りに実践できているものの自己の役割だという認

識が薄い役割は，実習環境の整備・学生への心理的サ

ポート・教員との連携であった．他者から期待されて

いるが実習指導者にその認識は薄く実践状況が一様で

はない役割は，スタッフナースへの実習状況の明示と

指導・学生指導計画の立案であった．

今後の課題は，共通理解を促すに足る実習指導者の

役割を明確化し，教員との連携という役割を具体化す

ること，実習指導者に対する施設内研修を充実させる

ことである．そのために，対学生・教員との差異を焦

点化した上での実習指導者自身の役割認識の質的検

討，教員との連携の実態調査，施設内研修プログラム

の開発といった研究が求められる．
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